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国がフルメンバとして，IFIPに加盟するために同年に  

情報処理学会が創立された・この経緯もあり，情報処理  

する役割がある．  

しかしながら，設立のための深い関係はあるものの，  

現時点ではIP5JとIFIPは独立した組織であり，上下関  

係は存在しない．IFIPのアメリカにおけるフルメンバ  

が・Associa【ionforComputingMachinerY（ACM）と  

IEEECompu［erSocieけであり，どちらもすべて対等と  

では，情報処理学会は，国際の場でどのような位置づ  

けで，活躍できるのであろうか．  

国際の場で活躍する情報処理学会の役割としては，  

lつは国際標準化であろう．これに関しては，情報処理  

学会の中に情報規格調査会が存在し，ISO（国際標準化  

機構）を中心に長年にわたり活動してきており，当学会  

において－主要な役割を占めている・  

この活動は，「国際標準化機構（ISO），国際電気標準  

会議（IEC）などの情報技術に関する国際規格の審議およ  

ぴこれに関する調査研究，国内規格の審議などを行い，  

情報処理および電子計算機に関する標準化に寄与するこ  

と」を目的としており，日本からの情報発信の1つの柱  

もう1つの柱が，国際会議の開催である．科学技術は，  

日本国内だけに閉じることはあり得ないので，日本から，  

外国の国際会議に参加したり，逆に外国からも参加して，  

日本で国際会議を開くことになる．  

長年，情報処理学会において国際会議を開く場合，  

IFIP，ACM，そしてIEEEに協力する共催のかたちで  

開催してきた．私自身，IFIPTC6WG6．1の下で，数  

回海外で開催された国際会議に参加し，プロトコルの  

形式記述に関する国際会議を日本においても2回行っ  

た．この場合，IFIPの国際会議を情報処理学会が共催  

のかたちで開催した．また，IEEE主催の国際会議とし  

て，ICDCS，ICPPなど数多くの国際会議が日本で開  

今回提示する問題提起は，「どこまで，情報処理学会  

が主体で行うことができるか」である．自立した組織  
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であり，世の中がグローバル化している時代において，  

IEEE，IFIP，ACM等の活動支援をするだけでよいか  

ということである．   

情報処理学会は，昭和35年（1960年）の設立以来，発  

展する情報処理分野で指導的役割を果たすべく活動して  

t）る．しかしながら，それは日本における指導的役割で，  

国際の分野においては，どうであろうか．  

IFIPとの関係については，本会のⅦたbページ（ht【P：／／  

WWipsj・Or・jp／10jigyo／iinkai／IFIP／iGp．html）において  

記載されており，「積極的にIFIPの場を活用し貢献する  

ことが必要である」としている．IFIPの場を活用とある  

が，本当にそれだけで良いのであろうか．   

インターネットの活用が不十分であったときは，国際  

会議を開くことは，費用，事務連絡などの面から見て，  

きわめて大変な作業が必要であり，企業に対しても寄付  

金をお願いしないと，なかなか実現できなかった．し  

かしながら，現代，その気になれば，国際会議をIFIP，  

IEEE，ACMの力を借りなくても，電子メール，W品，  

これらのテクノロジーを使用すれば，国際会議開催が可  

能となってきている．  

国際化，グロバライゼーションが必要となっていると  

きに，我々の学会は，日本ドメスティック対応となって  

いる．情報処理学会は，誰のた捌こ存在するのであろう  

か．日本人のための，日本人による学会なのであろうか．   

私の所属する静岡大学創造科学技術大学院では，工学，  

理学，農学，情報学が融合したかたちで構築されており，  

それぞれの分野の特性が出てくる．たとえば，インパク  

トファクタがない論文は，学位取得のためにジャーナル  

と認めないとか，日本語の論文なぞ，論文ではないとか  

いう声が結構上がってきている．情報処理学会の論文誌  

はほとんど日本語である．一方，我々情報処理の分野は，  

他分野に比べ，国際会議での発表が非常に多い．   

それでは，情報処理学会が単独で国際会議を開催でき  

ないかということを考えたが，学会全体で行うのは大変  

なので，まず，研究会レベルで国際会議を企画してみる  

ことになった．   

とt）うのも，世の中の流れは，その昔のFJCCとか  

SJCCとも）った情報処理全体をカバーする国際会議は，  

焦点がぼけ，技術的に深入りすることができなも）ことも  

あり，分野に特化したかたちで研究集会を開催するのが  

時代の趨勢になってきたからである．   

関係者と相談して，研究会で対応できるかたちで，国  

際会議を開くことが，情報処理学会の将来の大きな流れ  

になるかと思t】，焦点を絞ったかたちで，国際会議を開  

くこととした．   

現在，私の知っているところでは，ソフトウェアエン  

ジニア リング，セキュリティ，グループウエア，モバイ  

ルコンピューティングなどの分野において，日本が主導  

的な立場でかなりの国際会議が開催されるようになった．   

以下，実際に情報処理学会が主導的な体制をとり，開  

催しているICMUとCollabTtchについて，その活動  

内容を紹介する．  

IPSJのJ   

国際における情報処理学会というものの位置づけを  

考えてみる．日本語では，情報処理学会，英語では，  

InformationProcessingSocietyofJapanとJapanが付い  

ている．英語をそのまま訳せば，日本情報処理学会とな  

る．当然，日本の国内における活動においては何ら問題  

は生じない．   

しかしながら，国際会議を行うとなると，これが問題  

となってくる．国際会議を日本の国内だけで行う場合は，  

何ら問題は生じない．日本人のために，日本人が世界に  

開かれた国際会議を開催するもので，発表者も日本人が  

かなりの比率を占めるからである．   

国際会議を行う場合は，いろいろな固から参加者がい  

る場合，当然の流れで，各国持ち回りでやりましょうと  

いうことになる．そして，その国際会議の主催者はどこ，  

誰になるかである．IEEEとか，ACM，IFIP，それぞれは，  

当初から国際でのアクティビティを前提に作られており，  

名称も国の名称をつけていない．このため，IEEEに日  

本の情報処理学会が共催した場合，グローバルなIEEE  

が日本で国際会議を開催するために，ドメスティックな  

情報処理学会に支援をお願いし，共催しても特に問題は  

発生しない．  

ICMU   

携帯情報機器，コンピュータネットワークの発展によ  

り，いつでもどこでも情報を発信したり，受信，検索す  

ることができるモバイルコンピューティング環境が発展  

することが予期され，それに対応するために，1997年  

にモバイルコンピューティング（MBL）研究会が設立さ  

れた．MBL研究会は，モバイルコンピューティングに  

関して，基礎となる理論・技術，通信プロトコル，コ  

ンピュータアーキテクチャ，オペレーティングシステム，  

アプリケーション，応用事例，管理運用，ざらに社会科  
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図－2 第2回I⊂MUパネル討論  
図－1第1回l⊂MUバンケットの様子  

学的考察などについて研究していくことを目指している．   

モバイルコンピューティングの分野においては，技術  

革新が驚くべきスピードで発達している．これに対応す  

るように，IEEEを中心に，いくつかの国際会議が頻繁  

に開催されるようになってきた．さらに，MBL研究会  

においても，年々研究会員数が増え，現在4う0人を超  

すようになってきた．発表件数が増加するとともに，技  

術レベルも高くなってきている．   

当然の流れとして，「この分野の情報発信を日本から  

やるべきである」となってきた．その対応として，IEEE  

等の国際会議を誘致する方法も考えられた．しかしなが  

ら，それは単年度のものであり，継続的に日本からの発  

信をすることができない．   

そのような考えもあり，モバイルコンピューティン  

グに特化する国際会議を我々情報処理学会が主催する  

こととした．その名前も，InternationalConference  

OnMobileCompu【1ngandUbiqul【OuSNe【WOrking：  

ICMU（モバイルコンピューティングとユビキタスネ  

ットワーク国際会議）とした．  

ICMUは，モバイルコンピューティングおよびユビ  

キタスネットワークに関する最新の研究成果を発表し，  

世界各国の研究者が活発に討論する場を提供することを  

目的とする．対象とする分野として，モバイルコンピュ  

ーティング用アプリケーションとサービス，ユビキタス  

ネットワークのためのネットワーク，プロトコル，ネッ  

トワーク管理技術，セキュリティ技術に関する理論的お  

よび実践的研究がある．これらのテーマは来るユビキタ  

ス社会を支える重要な基礎技術であり，本会議の開催は  

情報通信分野の発展に大いなる貢献を目指している．   

第1回は，2004年1月8～9日横須賀NTTドコモ  

R＆Dセンターで，私と高橋修MBL主査（当時）実行委  

員長の下で開催された．   

そのときに，益田会長から，メッセージをいただいた．  

園一1は，そのときのバンケットの光景であり，その中で，  

そのメッセージを報告した．益田会長からのメッセージ  

（記事の最後に全文を紹介する）にあるように，ICMU  

は，情報処理学会における単独の主催の国際会議であり，  

日本だけでなく，海外でも開催することとし，第う回は，  

海外で行うことを目指すこととした．   

第2回は，2005年4月1う～15日，大阪大学コンベ  

ンションセンターで，KDDI研究所会長の平田康夫実  

行委貞長の下で開催された．図－2は，そのときのパネ  

ル討論を示している．   

第5回は，図一2のパネル討論に参加していただいた  

Tbh教授を実行委貞長にお迎えして，2006年10月11  

～13日，BCS（血eBritishComputerSocietY）London  

OfBce，London，U．Kで開催した（図－3，図一4）．   

海外での開催の課題は，主催をどうするかであった．  

イギリスで国際会議を開催した場合，一般的な慣習では，  

国際的な組織であれば，国際的な組織が主催で，国内組  

織で兵催をというかたちになる．   

ここで，問題はJ（日本）の付いたIPSJが，ロンドン  

で開催するのに，地元の協力を得ることができるかであ  

った．ICMUは，IPSJが主催するということが設立の  

目的であったので，いろいろ折衝の結果，次のようなス  

ポンサーシップとした．Tbh実行委貞長の多大な貢献に  

負うところが多い．  

Sponsor：IPSJSIG－MBL（Infbrma【ionProcessing  

Socie【yOfJapan，SpecialInterestGroupofMobile  

ComputingandUbiquitousNetworkin∂  

TtchnicallyCo－Sponsored：BCS（BritishCompurer  
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図－3 第3回忙MU開会式（ロンドンB〔Sにて）  図ヰ 第3回忙MU会議様子（ロンドンB⊂Sにて）  

Society），IET（TheInstitutionofEngineeringand  

TechnologY），IEEEIntelligentTransportation  

SYStemSSocietY，TtchnicalCommitteeonMobile  

Communications＆Applications  

Supporter：ICF（InternationalCommunications  

Foundation）andSCAT（SupportCenterforAdvanced  

TtlecommunicationsTtchnologyResearch，Foundation）  

CompanySponsor：MitsubishiElectricInformation  

TtchnologYCenterEurope  

もかかわらず，分析的な側面の不足や，英文が不得手  

であるなどの理由で採択論文が限られている．これは，  

CSCW／グループウエアの分野全件の発展にとってマ  

イナスである．   

そこで，本国際会議は，新規的なテクノロジーに関す  

る研究論文の積極的な投稿を呼びかけることによって，  

優れた研究に英文で発表する機会を与え，さらには欧米  

の国際会議に進出するきっかけを与えること，また，こ  

れによって，欧米の研究の流れを修正することを目指し  

て開催された．第2回は，2006年7月lう～14日，筑  

波大学春日キャンパスにおいて開催された（図－5）．こ  

の国際会議では，研究会による主催という特長を活かし  

て研究分野に特化した内容をベースに参加者間の十分な  

相互交流がなされている．また，主要な海外研究者には  

InternationalAdvisorYBoardMemberとして協力を求  

めることによって，それが海外における本会議の認知を  

高めることにつながっているという特長がある．   

第う回ほ2007年7月12～13日，韓国での開催が予  

定されている．今回IPSJは協賛という立場となってい  

る．とはいえGNのメンバが会議の運営に参加してお  

り，海外での円滑な会議運営のためには，こうした体制  

も1つの方法であろう．スポンサーシップについてはい  

ろいろ課題も多いが，IPSJが主導的な役割を果たすこ  

とによって，同研究分野における特徴を保ちつつ，より  

多くの国々が参加できる国際会議として真に国際的な会  

議への発展を目指している．   

Colla馳eh   

2005年7月15～1（；日，東京江戸東京博物館にお  

いて，GN（グループウエアとネットワークサービス  

研究会）の主催で，コラボレーション技術に関する国際  

会議が開催された．国際会議の名称は，International  

ConferenceonCollaborationTとchnologies（略称：  

CollabT盲ch）である．   

情報処理学会では1991年にグループウエア研究グル  

ープが，それを引き継ぐかたちで199う年にグループウ  

エア研究会が設立されており，協調作業支援（CSCW），  

グループウエア分野の研究活動の相当の蓄積がある．さ  

らに2001年には研究分野の拡大発展に応じて，グルー  

プウエアとネットワークサービス研究会と名称変更して  

活動している．   

CSCW／グループウエア研究にはテクノロジー開発  

的側面と分析的な側面の両面からの研究が必要である  

と言われている．しかし，欧米のCSCW関係の国際  

会議では後者へ偏る傾向が強い．一方，アジア地域の  

CSCW研究はテクノロジーの面で優秀な研究が多いに  

情報処理学会単独主催の国際会議事例を紹介した．そ  

こで，IPSJが日本を対象とした国内組織ということを  
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beenthesole“main’’sponsor．Inthatrespect，ICMU  

2004isalsoanextremelYValuableexperiencefbrIP釘；I  

hopethattheconferencewillbeagreatsuccess・  

In【hisinternationalconftrences，OVerhalfthe  

Publishedpaperscomefromcountriesotherthan  

Japan；【herefore，theconferencecantrulY』ecalledan  

in【ernationalevent・Ⅰ鮎mlYbelieve［hatbYtakingthe  

initiativetohostconferenceslikethisone，IPSJcan  

PurSuereSearChactivities丘omaglobalperspective・I  

recentlYbecameawareoftheplantoorganizethe3rd  

ICMUoutsideofJapan・Ibelievethatthesuccessof  

thisYeaf’sconferencewillprovideahugeboosttoand  

momentumfbrICMUcon丘rencesintheyearsto  
COme．   

ProfissorTadanoriMizuno，theGeneralCo－Chair  

OfICMU2004，WaSkindenoughtoinvi【emetOthe  

COnferenceandthe』anquet・However，manynational  

universltyadminis【ra［OrSlikemearecurrentlybusy  

wi【htheimplementationofins（i［utionalreformsthat  

arenecessaryfbrtransfbrmlngnationaluniversities  

intoindependentadministrativeinstitutionsbYApril  

thisYear．Unfbr亡unatelY，at【hetimeofthebanquet，  

【heficultYthatIaminchargeofwillbebusYWith  
PreParationsandmeetlngSrela【edto【heupcomlng  

【ranSfbrmation．Iwi11，therefore，beunabletoat【end  

boththebanquetandtheconftrence・Forthisreason，I  

wouldliketoen亡ruS【theresponsibilitYOfdeliverlng血e  

COngratulatorYmeSSagetOProfessorMizuno・   

FinallY，IwouldliketosaYSOmethingtoa11the  

overseasvisi【OrS．TheNewYtarlsseasoninJapanis  

VerYCOld，bu【invariousplacesYOuCaneXPerience  

NewYtar－sevents，Inaddition，nO【良rfromYbkosuka  

andtheconftrencevenueliestheancientcapitalof  

Kamakura．IfYOuhave（hechance，Iinsistthatyou  

takesometimeofffromYOurbusyscheduleanden）OY  

JapaneseNewYtarfestivitiesandthetraditionalcul［ure・  

（平成19年2月15日受付）  

図－5 第2回⊂0［labTe⊂h  

実感した．IPSJからJをとるだけで，かなり仕事がし  

やすくなることも率直な感想であり，提言したい．IPSJ  

から，単にJをとれば，グローバルな組織になるとは当  

然あり得ないが，グローバルな環境で情報処理学会が生  

きていくためには避けて通ることができない道であると  

思われる．いくつかのハードルを乗り越え，世界の中で  

生きていけることがこれからの情報処理学会であると  

思う．   

最後に，本稿執筆に関して，益田前会長にはメッセー  

ジ掲載に閲しで快諾してtlただいた．さらに，MBL研  

究会およぴGN研究会の関係者には多大な情報をいた  

だいた．ここに謝意を表する．  

【益田会長（2004年）からICMUへのメッセージ】  

CongratulatorYMessageforICMU2004fiomTikashi  

Masuda，PresidentoftheInfbrmationProcesslng  

Soci叩0りapan（IpSJ）・   

Firstofall，IwouldliketoexpressmYdelight  

【hat the FirstIn【ernationalConftrence on Mobile  

ComputlngandUbiqultOuSNe【WOrking・Ibelieve  

thaりapaneseexpertiseisrela［ivelys【rOngerinnelds  

SuChasmobilecomputlngandnetworking・Wi【hover  

24，000members，IPSJisthelargestscienti丘csocietyfbr  

informationtechnologYinJapan・Over［heyears，ithas  

beenverYaCtivedomes（icallylHowever，WhileIPSJhas  

COSPOnSOredintemationalcon良rence【Ogetherwiththe  

Ins【ituteofElec【ricalandElec［rOnicsEngineers（IEEE），  

SuChastheInternationalSYmPOSiumonAutonomous  

DecentralizedSystems（ISADS）andtheSymposium  

onApplicationsandtheIntemet（SAINT），i【hasrarely  

水野 忠則（正会員）  

mizuno＠mizulab．ne【  

194う年生．1969年名工大経営工学科卒業．同年三菱電機（株）入社．  

1993年静岡大学教授．2006年創造科学技術大学院長．工学博士．情＃ネ  

ットワーク，モバイルコンピューティング等研究に従乳 本会フェロー．  

監乳．  
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